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紹
介
と
批
評

の
蜜
昌
冒
昌
即
邑
O
巴
。
＝
爵
艶

目
げ
Φ
q
三
げ
a
宰
三
げ
○
。
唐
冨
ξ

　
凶
昌
　
一
『
即
叶
一
β
　
＞
屋
口
①
、
一
〇
即

　
　
Z
彗
一
〇
葛
一
空
導
旨
凝
卜
脇
8
剛
魯
一
〇
員
霜
器
げ
ぎ
讐
o
登
目

　
　
一
8
ρ
8
ω
箸
，

崩
テ
『
諸
弓
饗
著

　
　
　
『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ユ
ー
ナ

　
　
　
　
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
』

O
‘

　
一
　
昨
今
、
「
ユ
：
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
極
東
進
出
に
関
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
臆
測
が
な
さ
れ
て
い
る
．
バ
ナ
ナ
の
有
力
市
場
で
あ
る
日
本
の
場

合
、
同
社
は
こ
の
ほ
ど
大
手
八
商
社
と
の
間
に
　
「
極
東
果
実
会
社
」
（
問
貰

国
聾
写
葺
9
ヨ
冨
昌
）
を
設
立
し
、
中
米
産
バ
ナ
ナ
の
持
ち
込
み
に
成
功
し

た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
独
占
的
な
台
湾
ル
ー
ト
ヘ
の
斬
り
込
み
作
戦
で
も
あ
つ

た
わ
け
だ
が
、
貿
易
自
由
化
を
目
前
に
控
え
て
、
わ
が
国
．
ハ
ナ
ナ
業
界
に
と
つ

て
は
、
ち
よ
つ
と
し
た
「
ス
リ
ル
」
で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
だ
が
．
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ヅ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
存
在
は
、
と
こ
ろ
転
ず
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
　
　
（
六
一
六
）

と
て
も
「
ス
リ
ル
」
な
ど
と
い
5
呑
気
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
ス
レ
ー

ト
」
（
脅
威
）
で
す
ら
あ
る
。
中
米
、
カ
リ
ブ
海
沿
岸
の
ガ
テ
マ
ラ
、
ホ
ン
デ
ュ

ラ
ス
、
コ
ス
タ
・
リ
ヵ
、
パ
ナ
マ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
五
ヵ
国
、
そ
れ
に
南
米
の

エ
ク
ア
ド
ル
を
加
え
て
計
六
ヵ
国
は
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
勢

力
圏
で
あ
つ
て
、
同
会
社
は
こ
れ
ら
諸
国
の
い
ず
れ
に
も
広
大
な
バ
ナ
ナ
栽
培

園
を
抱
え
て
い
る
．
別
名
「
バ
ナ
ナ
帝
国
」
と
称
さ
れ
る
こ
の
一
大
私
企
業
に

対
し
て
、
こ
れ
ら
諸
小
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
不
安
と
経
済
貧
困
の
ゆ
え
に
と

て
も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
．
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
甘

ん
じ
て
き
た
低
開
発
諸
国
に
お
い
て
そ
の
唯
一
の
生
産
物
で
あ
る
バ
ナ
ナ
の
栽

培
、
輸
送
、
販
売
の
ル
ー
ト
、
す
な
わ
ち
耕
地
、
鉄
道
、
船
舶
、
電
信
、
電
話

な
ど
の
す
べ
て
も
独
占
的
に
押
え
て
き
た
こ
の
巨
大
な
「
帝
国
」
に
対
し
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
流
に
乗
つ
た
騒
動
が
起
る
の
は
む
し
ろ
自
然
の
成
り
行

き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
．
今
日
、
「
原
住
民
労
働
者
と
の
契
約
」
、
「
中
米
国

際
鉄
道
」
、
「
ガ
テ
マ
ラ
革
命
」
、
「
現
地
政
府
と
会
社
と
の
利
権
争
い
」
な
ど
の

問
題
が
堆
積
し
て
い
る
が
、
お
よ
そ
中
米
諸
国
の
政
治
・
経
済
と
「
ユ
ー
ナ
イ

テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
と
は
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。

　
昨
春
、
筆
者
は
ガ
テ
マ
ラ
に
て
同
支
社
を
訪
れ
、
種
々
の
資
料
を
入
手
し
た

が
、
そ
の
中
で
同
社
の
実
態
を
も
つ
と
も
克
明
に
捉
え
て
い
る
の
が
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
一
つ

で
あ
る
本
書
で
あ
る
．
本
書
は
、
同
社
の
事
業
内
容
や
経
営
内
容
を
中
心
課
題

と
す
る
一
種
の
企
業
診
断
書
で
あ
る
が
、
著
老
は
ま
こ
と
に
広
大
な
視
野
か
ら

「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
！
ッ
」
を
観
察
し
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
ユ

！
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
自
体
が
単
な
る
私
企
業
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に



も
雄
大
な
構
想
を
基
に
し
て
い
る
が
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、
著
者
は
、
同
社
の

事
業
の
沿
革
史
か
ら
説
き
起
し
、
世
界
的
視
野
か
ら
同
社
の
事
業
を
検
討
、
さ

ら
に
地
域
的
政
治
・
経
済
・
社
会
と
の
関
連
に
お
け
る
同
社
の
功
罪
に
ま
で
批

判
的
な
眼
を
向
け
て
お
り
、
ま
こ
と
に
巨
視
的
に
も
微
視
的
に
も
徹
底
し
た
綜

合
的
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
感
が
深
い
。
筆
者
は
、
中
米
諸
国
の
地
域
研
究
を

推
進
す
る
必
要
か
ら
本
書
を
一
読
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
中
米
諸
国
の

政
治
と
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
関
連
に
つ
い
て
、
本
書
か
ら
得

ら
れ
る
知
識
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
二
　
は
じ
め
に
、
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
形
成
に
つ
い
て
説

明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
般
に
、
バ
ナ
ナ
貿
易
は
、
一
八
六
六
年
、
パ
ナ
マ

地
峡
の
珍
妙
な
熱
帯
果
実
と
し
て
バ
ナ
ナ
が
コ
ロ
y
か
ら
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
ヘ

持
ち
込
ま
れ
た
と
ぎ
に
始
ま
つ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七
六
年
に
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
で
催
さ
れ
た
合
衆
国
独
立
百
年
祭
展
示
会
で
は
、
銀
紙
に
包
ま
れ
た

バ
ナ
ナ
が
｝
本
一
〇
セ
ン
ト
で
売
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
頃
に
は
、
バ
ナ
ナ
は

ぎ
わ
め
て
投
機
性
の
高
い
産
業
と
し
て
で
は
あ
つ
た
が
、
す
で
に
交
易
さ
れ

は
じ
め
て
い
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
漁
船
長
ベ
ー
カ
i
　
（
零
器
昌
習
∪
暑

切
爵
R
）
が
西
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
マ
イ
ヵ
か
ら
バ
ナ
ナ
を
ジ
ャ
ー
ジ
イ
・
シ
テ
ィ

に
輸
送
し
て
成
功
を
収
め
た
の
は
一
八
七
〇
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
か
れ
は
、

そ
の
収
益
を
資
金
と
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
蒸
気
汽
船
会
社
を
創
設
し
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
の
バ
ナ
ナ
を
米
国
各
地
に
運
ん
で
は
莫
大
な
利
益
を
収
め
て
い
た
。
そ
の

頃
、
ボ
ス
ト
ン
の
果
実
商
プ
レ
ス
ト
ン
（
＞
昌
話
（
零
婁
9
）
は
、
バ
ナ
ナ
の

売
買
を
一
手
に
引
き
受
け
、
高
い
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
と
つ
て
成
功
し
て
い
た
。

こ
の
ベ
ー
カ
ー
と
プ
レ
ス
ト
ン
の
二
人
が
結
ん
で
一
八
八
五
年
に
設
立
し
た
の

　
　
　
紹
介
と
批
評

が
「
ボ
ス
ト
ソ
・
フ
ル
ー
ツ
」
（
弓
冨
b
o
馨
o
昌
国
『
ロ
騨
O
o
ヨ
b
帥
冨
『
）
で
あ
り
、
の

ち
の
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
母
体
で
あ
る
。

　
一
方
、
中
米
諸
国
に
鉄
道
を
経
営
し
、
中
米
の
「
鉄
道
王
」
と
云
わ
れ
て
い

た
キ
！
ス
（
蜜
冒
a
浮
菩
）
は
、
鉄
道
の
赤
字
補
填
の
た
め
に
バ
ナ
ナ
栽
培
に

乗
り
出
し
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
に
本
部
を
置
く
熱
帯
貿
易
輸
送
会
社

（
円
冨
ギ
。
営
8
一
甲
＆
ぎ
吋
導
q
目
3
窪
を
詳
O
。
ヨ
冨
昌
）
を
設
立
、
こ
れ
を
中
心

に
コ
ロ
ン
ビ
ア
土
地
会
社
（
6
ぎ
O
o
冒
蟹
菖
凶
ピ
彗
畠
O
o
目
冨
昌
）
、
　
シ
ュ
ナ
【
イ
デ

ル
・
バ
ナ
ナ
会
社
（
穿
①
望
旨
輿
切
導
導
”
O
§
冨
昌
）
な
ど
を
経
営
し
、
米
国

南
部
の
市
場
を
開
拓
し
て
い
た
。
「
ボ
ス
ト
ン
・
フ
ル
ー
ッ
」
に
キ
ー
ス
の
関

係
会
社
が
一
八
九
九
年
に
合
併
し
て
で
き
た
の
が
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル

ー
ッ
」
で
あ
る
。

　
創
立
当
時
の
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
資
本
金
一
一
、
二
三
〇
、

O
O
O
ド
ル
、
鉄
道
一
一
ニ
マ
イ
ル
、
土
地
一
二
二
、
三
九
四
工
ー
カ
ー
．
そ

の
版
図
は
す
で
に
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
、
ガ
テ
マ
ラ
、
パ
ナ

マ
、
キ
ュ
ー
バ
、
ニ
カ
ラ
ガ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
カ
リ
ブ
海
一

帯
に
ま
た
が
つ
て
お
り
、
こ
の
地
域
一
帯
の
バ
ナ
ナ
栽
培
、
鉄
道
、
船
舶
輸
送
な

ど
バ
ナ
ナ
産
業
に
繋
が
る
す
べ
て
を
独
占
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
同

社
は
競
争
会
社
を
次
々
に
買
収
、
吸
収
し
、
↓
九
二
九
年
に
は
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス

に
強
固
な
地
盤
を
有
し
て
い
た
「
キ
ュ
ア
メ
ル
・
フ
ル
ー
ッ
」
（
9
冨
馨
一
宰
巨

O
§
冨
塁
）
を
買
収
、
資
本
金
も
一
二
五
、
O
O
O
、
O
O
O
ド
ル
と
伸
び
、
こ

の
年
に
は
世
界
．
ハ
ナ
ナ
総
取
扱
量
の
六
五
％
を
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー

ツ
」
一
社
で
占
め
て
い
る
。

　
第
二
次
大
戦
中
、
バ
ナ
ナ
業
界
は
一
時
低
調
を
嘆
つ
た
け
れ
ど
も
戦
後
は
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
叫
　
　
（
六
一
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

び
急
速
に
活
気
を
呈
し
は
じ
め
た
。
だ
が
、
戦
後
の
景
気
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
い
う
副
産
物
が
伴
つ
て
い
た
。
も
は
や
「
帝
国
」
主
義
は
商
業
道
徳
上

か
ら
も
追
放
さ
れ
る
運
命
に
あ
つ
た
。
大
戦
後
、
海
外
に
事
業
所
を
お
く
会
社

は
、
少
く
と
も
守
勢
に
廻
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
．
中
米
、
カ
リ
ブ
海
圏
に
大

半
の
資
産
を
お
く
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
：
ッ
」
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
戦
後
の
世
界
．
ハ
ナ
ナ
総
取
扱
量
は
急
激
な
伸
び
を
示
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
．
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ヅ
ド
・
フ
ル
1
ッ
」
は
横
這
い
状
態
を
示

し
て
い
る
。
「
同
社
は
も
は
や
新
た
な
投
資
を
行
わ
ず
、
む
し
ろ
政
情
不
安
な

国
か
ら
は
撤
退
の
準
備
を
し
て
い
る
」
と
は
、
ガ
テ
マ
ラ
総
支
配
人
か
ら
筆
者

が
直
接
聞
き
出
し
た
こ
と
ど
も
の
結
論
で
あ
る
。
だ
が
、
ガ
テ
マ
ラ
革
命
の
よ

う
に
、
中
米
の
小
国
で
は
国
家
権
力
を
動
員
し
て
も
動
じ
な
い
だ
け
の
実
力
を

有
す
る
同
社
の
沈
黙
は
．
ま
こ
と
に
不
気
味
で
す
ら
あ
る
。
そ
の
中
米
で
の
守

勢
が
、
極
東
で
の
攻
勢
に
向
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
三
　
さ
て
、
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
中
米
、
カ
リ
ブ
海
圏
各

国
に
お
け
る
現
勢
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
国
の
政
治
・
経

済
・
社
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
．
本
書
か
ら
は
、
次
の
よ
5
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　
ー
　
　
コ
ス
タ
・
リ
カ

　
コ
ス
タ
・
リ
カ
は
中
米
で
も
つ
と
も
早
く
か
ら
バ
ナ
ナ
の
栽
培
が
は
じ
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
に
は
リ
モ
ン
ー
サ
ン
・
ホ
セ
間
に
鉄
道
が

開
通
し
、
リ
モ
ン
港
周
辺
に
二
五
万
工
ー
カ
ー
の
土
地
を
有
す
る
「
ユ
ー
ナ
イ

テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
は
こ
の
国
の
バ
ナ
ナ
産
業
に
関
す
る
す
べ
て
の
業
種
を

独
占
し
て
い
た
。
コ
ス
タ
・
リ
カ
産
バ
ナ
ナ
の
う
ち
同
社
の
扱
う
割
合
は
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
　
（
六
一
八
）

％
に
及
ぶ
。
か
く
し
て
、
一
九
五
五
年
度
に
は
同
社
の
所
有
地
は
五
〇
万
工
ー

カ
ー
、
同
国
総
面
積
の
四
％
に
達
し
て
い
る
．

　
だ
が
、
バ
ナ
ナ
栽
培
の
大
敵
で
あ
る
「
パ
ナ
マ
病
」
、
「
シ
ン
ガ
ト
カ
病
」
な

ど
が
一
部
に
蔓
延
し
た
た
め
、
そ
の
地
区
で
は
カ
カ
オ
の
よ
う
な
代
替
作
物
を

栽
培
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
う
し
た
病
菌
は
バ
ナ
ナ
園
を
一
挙
に
廃
園
に
し

て
し
ま
う
ほ
ど
恐
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
代
替
作
物
の
栽
培
は
．
こ
の
国
を
モ
ノ

カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
脱
皮
せ
し
め
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
一
方
、
コ
ス
タ
・
リ
カ
に
お
け
る
一
九
五
七
年
度
の
総
国
民
所
得
三
三
九
、

○
○
○
、
○
○
○
ド
ル
に
対
し
同
社
の
年
間
所
得
は
五
六
、
八
O
O
、
O
O
O
ド

ル
で
あ
つ
て
前
老
の
一
六
・
九
％
を
占
め
、
こ
の
年
間
収
入
の
二
六
％
は
米
国

へ
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
残
る
七
四
％
は
労
働
賃
銀
、
物
品
資
材
の

購
入
な
ど
の
ほ
か
、
同
社
の
経
営
す
る
病
院
、
学
校
の
経
費
と
し
て
コ
ス
タ
・

リ
カ
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
数
字
は
明
ら
か
に
、
こ
の
国
の
経
済
に

占
め
る
「
ユ
！
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
勢
力
の
大
き
さ
を
表
わ
し
て
お

り
、
同
社
の
コ
ス
タ
・
リ
カ
経
済
に
対
す
る
功
罪
は
別
と
し
て
も
、
こ
の
国
の

対
外
依
存
度
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
と
云
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
コ
ス
タ
・
リ
カ
で
は
過
度
の
対
外
依
存
か
ら
脱
却
す
べ
く
、
何

ら
か
の
策
を
施
し
て
い
る
の
か
、
と
問
い
た
く
な
る
。
だ
が
、
今
日
で
は
、
遺

憾
な
が
ら
政
府
の
施
策
は
つ
ね
に
「
ユ
！
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
後
塵

を
拝
す
る
の
み
で
あ
つ
て
、
効
果
的
な
何
ら
の
策
を
も
と
り
え
な
い
現
状
に
あ

る
。
か
り
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
潮
流
に
乗
じ
て
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ

ル
ー
ッ
」
を
駆
逐
し
た
と
こ
ろ
で
、
結
果
的
に
打
撃
を
受
け
る
の
は
自
国
政
府

な
の
で
あ
る
か
ら
…
…
。
そ
れ
ほ
ど
、
こ
の
国
で
は
、
同
社
は
深
く
根
ざ
し
て



い
る
の
で
あ
る
。

　
2
　
　
ガ
テ
マ
ラ

　
一
九
三
六
年
に
は
「
中
米
国
際
鉄
道
」
の
利
権
争
い
、
一
九
四
五
－
五
四
年

の
「
ガ
テ
マ
ラ
革
命
」
と
、
こ
の
国
は
政
治
的
に
問
題
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
騒
動
に
は
必
ら
ず
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」

が
一
枚
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
．
だ
が
、
同
社
が
こ
の
国
の
政
争

問
題
と
し
て
特
に
矢
面
に
立
つ
ほ
ど
、
経
済
的
に
は
目
立
つ
た
実
績
を
挙
げ
て

い
な
い
こ
と
は
、
む
し
ろ
不
思
議
な
ほ
ど
で
あ
る
。

　
一
九
五
七
年
度
に
お
け
る
輸
出
割
合
は
、
コ
ー
ヒ
ー
七
二
％
．
そ
れ
に
対
し

て
バ
ナ
ナ
は
二
二
％
に
す
ぎ
ず
総
国
民
所
得
五
六
二
、
○
O
O
、
O
O
O
ド
ル
に

対
し
て
同
会
社
の
収
益
は
二
〇
、
九
〇
〇
、
○
○
○
ド
ル
と
そ
の
割
合
は
約
四
％

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
数
字
は
、
パ
ナ
マ
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
、
コ
ス
タ
・
リ
カ
の

一
〇
ー
一
六
％
に
比
す
れ
ば
ー
『
3
な
い
し
■
4
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
う
し
た
数
字
の
示
す
よ
う
に
、
ガ
テ
マ
ラ
に
お
け
る
同
社
の
経
済
的
地
位

は
、
政
治
的
接
触
か
ら
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
に
高
く
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ガ
テ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
矢
面
に
立
た
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
何
故

で
あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
、
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
に
買
収
さ
れ

た
「
キ
ュ
ア
メ
ル
・
フ
ル
ー
ツ
」
の
設
立
者
サ
ム
エ
ル
・
ゼ
ム
リ
ー
（
留
目
き
一

浮
ヨ
耳
吋
串
）
は
「
．
ハ
ナ
ナ
生
産
国
の
た
め
に
最
善
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
会
社
に

と
つ
て
も
最
善
な
こ
と
で
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
が
、
ガ
テ
マ
ラ
で
の
「
ユ
ー

ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
は
こ
う
し
た
精
神
に
は
か
な
り
欠
け
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
原
地
人
の
反
感
．
こ
れ
が
ガ
テ
マ
ラ
で
の
同
社
の
立
場
を
苦
し
め
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
紹
介
と
批
評

　
3
　
　
ホ
ソ
一
ア
ユ
ラ
ス

　
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
海
外
生
産
地
で
、
も
つ
と
も
5
ま
く

そ
の
出
先
国
と
接
触
を
保
つ
て
い
る
の
は
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国

の
経
済
に
示
す
同
社
の
地
位
は
か
な
り
高
く
、
総
国
民
所
得
二
九
八
、
○
O
O
、

○
○
○
ド
ル
に
対
し
て
同
社
の
年
間
総
収
入
二
七
、
三
〇
〇
、
○
○
○
ド
ル
と
そ

の
約
九
％
を
占
め
て
い
る
。
同
社
は
こ
の
国
で
は
か
な
り
の
収
入
実
績
を
挙
げ

て
い
る
が
、
そ
の
全
額
が
国
内
支
出
に
振
り
向
け
ら
れ
て
お
り
、
米
国
本
土
へ

の
吸
収
は
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
に
地
盤
を
も
つ
て
い
た

サ
ム
エ
ル
・
ゼ
ム
リ
ー
の
精
神
が
、
今
日
に
な
つ
て
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ

ル
ー
ッ
」
の
幹
部
に
理
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
政
治
的
不
安

の
少
い
こ
の
国
の
将
来
性
を
見
込
ん
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、
こ

の
国
で
の
収
益
の
す
べ
て
は
、
病
院
・
学
校
・
研
究
所
な
ど
の
維
持
費
、
バ
ナ

ナ
園
の
拡
充
な
い
し
近
代
化
、
そ
の
他
の
設
備
費
と
し
て
惜
し
げ
も
な
く
注
ぎ

込
ま
れ
て
い
る
。

　
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
に
お
け
る
民
意
は
き
わ
め
て
低
い
。
だ
が
、
「
キ
ュ
ア
メ
ル
・

フ
ル
ー
ど
を
買
収
し
た
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
が
前
者
の
経
営

方
針
を
継
い
で
、
こ
の
国
に
は
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
奉
仕
と
誠
意
を
も
つ

て
貫
い
て
い
る
こ
と
が
民
間
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
、
ほ

と
ん
ど
の
住
民
が
吸
血
病
に
悩
み
、
作
物
は
イ
ナ
ゴ
の
大
群
に
荒
さ
れ
放
題
で

あ
つ
た
湿
地
帯
で
も
、
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
は
徹
底
的
な
給
排

水
設
備
を
施
し
て
衛
生
的
な
モ
デ
ル
地
区
に
変
え
て
し
ま
つ
た
。
こ
う
し
た
経

済
的
、
社
会
的
貢
献
が
、
政
治
面
に
も
率
直
に
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
こ
の
国
は
明
白
に
教
え
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
　
（
六
一
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
4
　
パ
ナ
マ

　
パ
ナ
マ
の
経
済
は
、
運
河
収
入
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
を
バ
ナ
ナ
に
頼
り
き

つ
た
感
じ
で
あ
る
。
こ
の
国
の
輸
出
品
目
中
、
バ
ナ
ナ
の
占
め
て
い
る
割
合
は

七
四
％
、
そ
の
バ
ナ
ナ
輸
出
額
の
九
三
％
を
「
ユ
：
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」

が
扱
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
パ
ナ
マ
総
輸
出
量
の
六
九
％
に
当
る
。
し
た
が
つ

て
、
総
国
民
所
得
に
対
し
て
同
社
収
益
の
示
す
割
合
も
き
わ
め
て
大
き
く
、
前

者
の
二
四
六
、
○
O
O
、
O
O
O
ド
ル
中
．
後
者
は
四
三
、
三
〇
〇
、
O
O
O
ド
ル

と
そ
の
一
七
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
国
の
経
済
に
占
め
る
同
社
の
重
要
性
に
も
ま
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
同

社
が
利
益
配
当
金
と
し
て
米
本
土
へ
吸
収
す
る
割
合
で
あ
る
。
こ
の
吸
収
額
は

一
五
、
○
O
O
、
○
○
○
ド
ル
で
あ
つ
て
、
同
社
の
海
外
生
産
地
と
し
て
は
最
高

の
収
益
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
会
社
自
体
に
と
つ
て
実
に
満
足
す
べ
ぎ
こ
と
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
パ
ナ
マ
国
側
に
と
つ
て
は
甚
だ
不
満
な
こ
と
に
ち
が
い
な
い
．

　
最
近
の
パ
ナ
マ
に
お
け
る
政
情
は
、
ま
こ
と
に
不
穏
で
あ
る
．
だ
が
、
「
騒

動
の
直
接
原
因
が
運
河
問
題
に
あ
れ
、
間
接
的
に
は
ー
経
済
的
に
は
ー
「
ユ

ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
に
対
す
る
民
衆
の
反
感
が
そ
の
底
流
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
パ
ナ
マ
経
済
の
同
社
に
対
す
る
依
存
度
が
あ
ま
り
に
高

く
、
も
し
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
が
パ
ナ
マ
か
ら
引
き
揚
げ
で
も

し
た
ら
同
国
経
済
は
一
た
ま
り
も
な
い
の
で
、
政
治
問
題
と
し
て
表
面
的
に
運

河
が
槍
玉
に
上
つ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
急
激
に
高
ま
つ
て
き
た
パ
ナ
マ
で
は
、
か
り
に
運
河
問
題
が
パ
ナ
マ
に
有
利

に
解
決
さ
れ
た
暁
に
は
、
つ
ぎ
に
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
が
矢
面

に
立
つ
こ
と
は
必
定
と
思
わ
れ
る
。

九
四

（
六
二
〇
）

　
5
　
　
コ
ロ
ン
ビ
ア

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
コ
ー
ヒ
ー
国
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
は
こ
の
国
の
総
輸
出
額
の

八
四
％
を
占
め
て
お
り
、
バ
ナ
ナ
は
僅
か
四
％
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
バ
ナ
ナ

輸
出
額
中
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
扱
う
量
は
五
八
％
で
は
あ
つ

て
も
、
総
輸
出
額
中
に
占
め
る
同
社
の
扱
い
高
は
僅
々
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
総

国
民
所
得
に
占
め
る
同
社
の
収
入
も
ま
た
○
・
八
％
と
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
国
の
鉄
道
は
す
べ
て
国
有
で
あ
つ
て
、
さ
き
に
挙
げ
た
四
ヵ
国

の
よ
う
に
立
体
的
な
経
営
方
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
．
同
社
の
取
り
扱
う

輸
出
バ
ナ
ナ
も
、
そ
の
大
部
分
は
個
人
栽
培
者
か
ら
の
買
付
け
に
よ
る
。
し
た

が
つ
て
、
こ
の
国
に
お
け
る
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
は
企
業
と
い

う
よ
り
も
商
社
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ツ
」

は
他
の
海
外
生
産
地
と
は
ま
つ
た
く
違
つ
た
経
営
方
式
を
と
つ
て
い
る
し
、
ま

た
企
業
形
態
も
異
な
る
。
同
社
に
と
つ
て
．
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
い
わ
ぽ
苦
手
な
国

の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
同
社
の
収
支
決
算
に
よ
る
と
、
そ
の
総
収
入
の
一

七
％
に
当
る
二
、
五
〇
〇
、
○
O
O
ド
ル
は
利
益
配
当
金
と
し
て
米
国
に
持
ち
帰

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
パ
ナ
マ
の
一
五
、
○
O
O
、
O
O
O
ド
ル
に
は
と

て
も
及
ば
ぬ
と
し
て
も
、
政
治
的
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
冒
し
て
ま
で
収
益
の
挙
が
ら

ぬ
他
国
に
較
べ
る
な
ら
ぽ
、
商
社
的
経
営
方
式
の
方
が
ず
つ
と
有
利
で
あ
り
、

か
つ
安
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
前
記
四
ヵ
国
に
比
し
て
ず
つ
と
大
国
で
あ
り
、
政
治
的
経
済

的
に
も
安
定
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
と

し
て
も
迂
潤
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
き
に
、
個
人
栽
培
者
と
の
間
に
契
約
条



件
に
関
す
る
小
競
合
は
起
つ
て
も
、
同
社
が
政
冶
問
題
と
し
て
騒
が
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
、
今
日
の
よ
5
な
経
営
方
式
を
と
る
か
ぎ
り
、
ま
ず
な
い
も
の
と
云

う
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。

　
6
　
　
エ
ク
ア
ド
ル

　
エ
ク
ア
ド
ル
は
世
界
有
数
の
バ
ナ
ナ
輸
出
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
か

つ
て
コ
コ
ア
栽
培
の
み
に
頼
る
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
を
脱
す
る
た
め
に
講
じ
ら
れ

た
対
策
が
、
近
年
に
な
つ
て
漸
く
実
つ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
　
一
九
五
五
年
の

同
国
総
輸
出
額
中
、
バ
ナ
ナ
の
占
め
る
割
合
は
五
五
％
、
そ
の
後
も
ま
す
ま
す

増
え
て
い
る
が
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
経
済
に
と
つ
て
は
そ
れ
だ
け
余
裕
を
増
す
こ

と
に
な
る
。

　
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
が
同
国
で
の
操
業
を
開
始
し
た
の
も
、

し
た
が
つ
て
他
国
と
の
場
合
に
比
し
て
ず
つ
と
遅
く
一
九
三
〇
年
代
に
入
つ
て

か
ら
の
こ
と
で
あ
る
．
ま
た
経
営
方
式
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
場
合
の
よ
う
に
個
人

栽
培
者
か
ら
の
買
付
け
に
よ
る
商
社
方
式
で
あ
る
が
、
取
り
扱
い
量
は
年
々
増

大
す
る
一
方
で
あ
り
、
収
益
も
大
き
い
。
こ
の
国
の
総
国
民
所
得
五
九
〇
、
O

O
O
、
O
O
O
ド
ル
に
対
し
て
同
社
収
入
は
一
五
、
O
O
O
、
○
O
O
ド
ル
と

二
・
六
％
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
割
に
は
米
国
へ
の
吸
収
率
は
高
く
、
利
益

配
当
金
と
し
て
三
、
六
〇
〇
、
O
O
O
ド
ル
と
高
収
益
率
を
示
し
て
い
る
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
に
お
け
る
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
は
、
多
少
の
個

人
栽
培
者
と
の
契
約
問
題
と
そ
れ
に
か
ら
ま
る
競
争
会
社
と
の
軋
礫
を
除
け

ば
、
政
治
的
接
触
関
係
は
き
わ
め
て
友
好
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
エ
ク
ア
ド
ル

産
．
ハ
ナ
ナ
が
他
国
の
も
の
に
比
し
て
一
般
に
味
が
悪
く
、
こ
う
し
た
栽
培
技
術

上
の
問
題
だ
け
が
同
社
の
唯
一
の
悩
み
の
よ
う
で
あ
る
。
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四
　
以
上
、
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
の
海
外
に
お
け
る
企
業
実

態
を
生
産
地
別
に
一
巡
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
見
た
だ
け
で
も
将
来
の
同
社
の

経
営
方
針
と
し
て
何
が
有
利
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
．

　
一
方
、
生
産
地
側
か
ら
し
て
も
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
の
場
合
を
除
け
ば
、
同
社

が
企
業
独
占
な
い
し
立
体
的
帝
国
主
義
的
企
業
形
態
を
と
る
か
ぎ
り
政
治
的
軋

礫
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
の
場
合
、

「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
」
は
こ
の
国
に
同
化
し
よ
う
と
努
め
て
い
る

よ
う
に
見
ら
れ
る
し
、
じ
つ
さ
い
、
こ
の
国
に
お
い
て
も
同
社
の
必
要
性
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
リ
テ
イ
ッ
シ
ュ
・
ホ
ン
デ
ュ

ラ
ス
に
す
で
に
波
及
し
て
い
る
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
嵐
が
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
形
で
こ
の
国
に
出
現
す
る
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

場
合
、
サ
ム
エ
ル
・
ゼ
ム
リ
ー
の
精
神
が
現
地
人
の
興
奮
を
ど
こ
ま
で
押
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
東
西
両
陣
営
間
に
後
進
国
開
発
な
い
し
技
術
援
助

競
争
が
激
化
さ
れ
て
い
る
今
日
、
わ
れ
わ
れ
は
自
由
陣
営
の
一
員
と
し
て
、
こ

れ
を
単
な
る
興
味
を
も
つ
て
傍
観
し
て
は
い
ら
れ
な
い
．

　
後
進
国
の
開
発
あ
る
い
は
技
術
援
助
の
面
で
、
「
ユ
ー
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル

ー
ッ
」
の
こ
れ
ま
で
に
果
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
。
そ
れ
が
結
局
は
会
社
の

収
益
に
好
影
響
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
少
く
と
も
未
開
地

の
開
発
、
無
教
育
な
現
地
人
の
啓
発
、
さ
ら
に
そ
の
地
方
に
お
け
る
経
済
的
開

発
な
ど
、
無
か
ら
有
へ
、
そ
し
て
未
開
社
会
を
文
明
社
会
に
導
く
な
ど
、
数
多

く
の
貢
献
が
な
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
．
だ
が
、
今
日
、
特
に
文
明
の
立
ち

遅
れ
た
諸
国
で
は
理
性
の
通
用
せ
ぬ
場
合
が
多
い
。
人
間
の
誠
意
な
る
も
の

が
、
未
開
の
現
地
人
に
ど
こ
ま
で
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
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で
あ
ろ
う
。

　
地
域
研
究
と
は
、
従
来
の
縦
割
り
の
学
間
体
系
を
横
に
裁
と
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
こ
に
は
抵
抗
も
多
い
し
無
理
を
生
ず
る
こ
と
も
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
地
域
社
会
で
は
、
特
に
同
時
限
的
に
は
横
の
連
繋
が
き
わ
め

て
強
い
。
本
書
は
一
私
企
業
の
調
査
報
告
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
地
域

的
小
国
で
は
そ
の
企
業
体
が
政
治
的
に
も
強
い
連
関
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ

と
を
痛
切
に
感
じ
さ
せ
る
．
逆
の
立
場
か
ら
云
え
ば
、
地
域
研
究
に
は
ま
ず
こ

の
よ
う
な
調
査
資
料
が
必
要
に
し
て
不
可
欠
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
そ
の

意
味
で
、
本
書
は
調
査
資
料
と
し
て
は
無
論
の
こ
と
、
地
域
研
究
に
と
つ
て
役

立
つ
数
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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